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外国人の保護者の子育て支援についての一考察 
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Kumiko ANDO (Department of Psychology, Aichi University of Education) 

要約 日本で子育てをしている外国人の保護者の中には，「日本語がうまく話せない」ために相談に行けな

い人や，情報がうまく入手できず「どこに行ったらよいかわからない」と言う人もいる。本研究では日本

人の夫とフィリピン国を母国とする外国人妻の子育て上の問題として①日本語習得における問題②情報収

集における問題③家族関係におけるストレスの問題の 3 つの観点から考察した。①日常会話ができる「話

す」力があっても，日本語表記の習得に困難を示し，必要な相談ができない例がある②情報収集に日本人

父親が十分な支援者とならず母親のストレスを高めていることがある③ドメスティック・バイオレンスの

問題の存在やその影響による心身の失調はないかのアセスメントが必要である。これらの問題に対処する

ために支援者の工夫は①情報を集めるための図や指差しチャートなどの資料を準備しておく②必要な多言

語の情報がどこにあるか調べておく③心身の不調を丁寧に把握できるよう多言語資料の準備をしておくこ

とが必要だと考えた。 
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1. 問題と目的

子育てについて，特に第一子の場合は様々なことが初

めての体験となるために保護者は悩み，いろいろな相談

手段・相談機関を利用している。しかし外国語を母国語

とし、日本で子育てをしている外国人の保護者の中には，

「日本語がうまく話せない」ために相談に行けない人や，

情報がうまく入手できず「どこに行ったらよいかわから

ない」と言う人もいる。 

厚生労働省（2020）の令和元年（2019）人口動態統計

（確定数）の概況によれば，令和元年の出生数 865,239

人のうち，日本における外国人（外国人とは，両親とも

外国籍のもの又は嫡出でない子のうち母が外国籍のも

の）の出生数は 18,237人（約 2.11％）であり，国別では

中国 6,682人，フィリピン 1,995人，ブラジル 1,732人の

順に多い。 

また厚生労働省（2019）の平成 28 年度人口動態統計

特殊報告「婚姻に関する統計」の概況によれば，全婚姻

数に占める一方が外国人である婚姻件数の構成割合は，

平成 25年度以降横ばいで 3.3％となっている。平成 7年

と 27 年の夫日本－妻外国の夫妻における妻の国籍別婚

姻件数の構成割合を見ると，平成 7年で総数 20,787人の

うち 34.6％（7,188人，構成割合 1位）だったフィリピン

が 27年では総数 14,809人のうち 20.7％（3,070人，同 2

位）と低下し，平成 7年に 24.9％（5,174人，同 2位）だ

った中国が 27年では 38.7％（5,730人，同 1位）と上昇

している。 

一方，妻日本－夫外国の夫妻における夫の国籍別婚姻

件数の構成割合をみると，平成 7年の総数 6,940人のう

ち 41.0％（2,842人，構成割合 1位）の韓国・朝鮮が平成

27年には 25.4％（1,566人，同 1位）と低下している。 

南野（2015）は国際結婚（2013年のデータ）のうち妻

が外国人の割合は 73％であり，主たる養育者が外国人

であることを報告し「親の両方，あるいはいずれかが外

国籍，あるいは自身の国籍は日本だが親は外国で生まれ

育っているといった，外国に何らかのルーツをもつ家族

成員間で構成される，子どもが満 18 歳未満の家庭」を

「多文化子育て家庭」と定義して①子どもの発達段階に

応じて生じる親の役割遂行困難②ジェンダーの影響を受

ける女性③多文化家族特有の社会経済的脆弱性が複合的

に重なりながら問題が生じていると捉え①社会資源が必

要な時期に関わらずアクセスが困難のため心理・社会的

な問題を引き起こしやすくなるだろう②たとえ日本人で

あっても時に子育ては母親にとって簡単なことではなく，

当然外国人の母親にも当てはまるが，そこでさらに外国
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人であるがゆえに地域ネットワークからの孤立を経験す

る場合母親が家庭内外から十分なサポートを受けながら

子育てができているとは考えにくい，と報告している。 

日本における外国人保護者とは，夫日本人－妻外国人

の場合が圧倒的に多く，減っているとはいえフィリピン

国籍の母から生まれる子どもは令和元年（2019）人口動

態統計で 1,995人いる現状がある。 

筆者が公的機関や民間の子育て相談の心理職の立場で

子育て相談を受けた外国人保護者のうち，今回は夫が日

本人で妻の母国がフィリピン（タガログ語）であり，保

育園に子どもを預けて働く保護者である母からの子育て

相談についての課題を 

① 日本語習得における問題 

② 情報収集における問題 

③ 家族関係におけるストレスの問題 

の 3つの観点にまとめ，考察する。 

2. 子育て相談上の課題

2.1. 日本語習得における問題 

言葉の学習は「読み」「書き」とよく表されるが，言

葉の発達を考える時には「聞いて理解する」「覚えた言

葉を話す」「書かれた言葉を読む」「伝えたい言葉を文

字で書く」段階がある。 

課題は、それぞれの段階の間に，母国語を習得する子

どもの発達段階とは違う日本語習得の困難さが，外国人

の母親に存在することである。 

日常会話が拙い状態であれば，支援者は英語を交えた

り，通訳を呼んだり，翻訳サービスや筆談を用いる手段

を考え，理解しようと苦慮する。しかし，日本語による

会話がある程度できると，支援者は「読み」「書き」習

得への期待を強めてしまうように思われる。中には会話，

つまり話し言葉は十分にもちながら全く書けない保護者

も存在する。とくにローマ字で表記をする保護者は，音

を頼りに表記しているのであるから，文字の習得に困難

を示している（学習障害類似の）状態ともいえる。文字

がある程度読めても「ひらがな，カタカナ，漢字，覚え

ることだらけでとても難しい」という保護者は多い。ひ

らがなを習得したての子どもが拾い読み（文字を音に変

換すること）にエネルギーを使いはたして（書かれてあ

る）単語の意味がくみ取りにくいように，「フリガナを

うってあるから漢字かな交じり文が読めて理解できる」

と支援者は思いがちだが，習得が進まない保護者もいる。  

ひらがな・カタカナ・漢字の混じる文章を読解し，さ

らに表記する難しさは，支援者にも十分知られていない

ように思われる。 

ある母親は親子ボーリング行事の説明文をもらい悩ん

でいた。「ゲーム中は静かにしてくださいとあるが、ゲ

ーム中とは？大中小とどう関係がありますか？」説明す

ると「ゲームをしている間は，と書いてくれたら分かっ

たのに」と述べた。 

ある母親は担当保育士との会話に，わからないことが

多いが「先生は忙しそうで，言われたことを聞き返した

り，今言われた言葉の意味を尋ねたりすることが嫌な顔

をされそうでできない」と悩んでいた。内海・澤

（2013）子ども自身が言葉で意思表示ができない乳幼児

ほど，保護者と幼稚園・保育園のやりとりは必要性が高

くそこでの読み書きも重要であると指摘し，同様に杉

本・樋口（2019）もこの時期の外国人保護者への日本語

教育が重要であると述べて東大阪市の認可保育施設 72

園へのアンケート調査回答から「相談内容は子どものこ

とよりも書類の読み方・意味について，が多い」「電

話・書類・口頭でのやり取りに困難を感じる保育者が多

い」と報告している。 

これは保護者の方も同じ困難を感じているといえる。 

ある母親は保育園の担任がよく「下痢気味です」「微

熱があります」の意味が分からないと言う。「何度から

発熱という？」という母親に説明をした後「ちょっと熱、

ちょっと下痢ね」と意味は理解したが「病気ではないの

に先生はなぜ，いちいちちょっとのことを言うのか？そ

れがわからない」という疑問があると述べた。 

筆者が「子どもは体調が崩れていると急に高熱を出し

たり嘔吐したりしやすいので，注意して検温したり食事

を消化の良いものにしてねと言う配慮の意味を含む」と

伝えると驚き「うちの子の体調をそんなに心配してくれ

ているのか」と保育の細やかな配慮への感謝になり，以

降母からも担任に体調変化を伝えられるようになった。 

上記の「ゲーム中」の母親も「ちょっと熱」の母親も

共にひらがなと簡単な漢字は読めるが日本語で連絡帳は

書けない。 

愛知県名古屋市にある中京テレビの番組キャッチ！

2020年 12月 22日の番組内で，新型コロナ感染症の影響

でパート先の仕事がなくなり，資格を取るため勉強をし

ているブラジル人の母親の姿が放映されたが，その学習

スタイルは①専門用語を翻訳機でポルトガル語にして意

味を学ぶ②ポルトガル語をひらがなにする③ひらがなを

ローマ字で読み方の音を当てる④ローマ字をもとの漢字

の専門用語にあてる，という学習法をとっていた。 

翻訳機があっても日本語の習得過程において（認知処

理過程の何かの困難もあると思うが）時に会話から文字

の習得へとスムーズにはつながらない様子がうかがえる。 
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筆者が関係者に紹介され，よく相談時に使用していた

「暮らしの日本語指差し会話帳」（白野，2007）は，タ

ガログ語・カタカナ（日本人向けとしてのタガログ語の

読み方）・ひらがな・ローマ字（外国人向けのひらがな

の読み方）の 4種が併記された横にカット絵が入ってい

る（図 1）。 

図１ ローマ字併記のひらがな50音表（白野, 2007） 

「読み（ローマ字表記）がある，この 50 音表が勉強

のため欲しいです」という母親もいた。音とひらがなが

なかなか結び付かないとのことだった。  

翻訳版として日本語対比させてある資料は多いが，ロ

ーマ字併記はない様式も多い。読むことで意味が理解で

きればよいだけの情報はそれでよいのだが，どの語がど

の訳にあたるのか，日本語で覚えようとする時に，ロー

マ字併記を必要とするのかもしれない。 

2.2. 情報収集における問題 

子育て相談に関わる支援者を悩ませるのは，どのよう

に説明して意思疎通を図り，必要なことを理解してもら

うかだろう。 

ここ数年で公的機関のホームページ（以下 HP） にも

様々な情報が載るようになった。支援者である日本人が

検索するもののなかには情報先を紹介だけされてリンク

がなく自分で再度調べなければならないものもあった。 

公益財団法人かながわ国際交流財団は 2015 年に県内

の外国人妊婦や子育て支援の現状を調査し，外国人妊婦

や乳幼児への支援が極端に少ないことを把握して，妊

娠・出産といった母子保健領域について 7言語版の子育

てチャートを作成した（公益財団法人かながわ国際交流

財団，2020）。妊娠から出産まで多言語のパンフレット

が HPからダウンロードできるが，特に 7言語で妊娠か

ら出産までの説明動画もリンクされ利用できる（図 2）。  

HP のトップページには「外国人住民の方々へ」と

「支援者の方々へ」とありそれぞれから検索できる。病

院で使用できる問診票は 18 言語・11 診療科で，保育

園・幼稚園が自園の名前を入れて使用できる（持ち物の

説明と写真入りの）入園のしおり，予防接種と子どもの

健康の冊子など，取り出して使用できる情報が多い。 

神戸市こども家庭局（2019）は就学前施設の入園に際

し使用できる指さしコミュニケーションシートを英語・

中国語・ベトナム語の 3 言語で作成している。日本語

（主に漢字）と外国語の対比だけだが，簡単な構文と単

語をシートに載せており，イラストも多く支援者が外国

人保護者に説明しやすい作りになっている。 

特筆すべきは，入園についての案内は他の自治体作成

資料にも多く見られるが，日常生活の情報であるトイレ

の自立度や昼寝の仕方，およびアレルギーのページを大

きく取り，カット絵を多く使用して，必要な情報を得ら

れやすい形のレイアウトである（図３）。その自治体に

多く生活する外国人に向けた資料が必要であり作成され

やすいとは言え，より多くの言語版が同様に作成される

ことが期待される。 

また保護者は教育への関心は高いので「義務教育はい

つまでか」「日本は義務教育終了後どんな進路をとるの

か」についても情報を求める。筆者も相談を受けた時に，

単語を探しながら説明に苦労した。川口他（2013）の 

「中学校ガイドブック」では見開きで，義務教育終了後

の進路を紹介している（図４）。 

柿木・寶田・木村（2017）は在日外国人（ブラジル）

児童の支援員 2名へのインタビューから，キャリア教育

の必要性を述べている。外国人児童生徒等の教育の充実

に関する有識者会議（2021）も，日本語指導が必要な児

童生徒は 5万人を超える状況になっているとして「日本

語の能力が十分でない外国人児童生徒等は，言葉のハン

ディから，学習や交友関係の形成に困難を抱えがちであ

る。このため，適切な指導・支援の下で将来への現実的

な展望がもてるよう，学校の内外を通じ，日本語教育の

みならず，キャリア支援教育や相談支援などを包括的に

提供する必要がある」としているが，子ども達の進路は 
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図２ 外国人住人のための子育てフローチャート（タガログ語）（公益財団法人かながわ国際交流財団, 2020） 

図３ 就学前児童施設のための指さしコミュニケーションシート（英語）（神戸市子ども家庭局, 2019）  
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保護者の就労・経済的状況や価値判断に大きく影響され

るため，学校制度や進路について保護者に対する働きか

けも必要不可欠であると思われる。 

キャリア教育に関しても今後ますます多言語で作成さ

れた保護者向けの資料が必要とされるだろう。 

2.3．家族関係におけるストレスの問題 

子育て相談の現場ではよくあることだが，子育てに悩

む保護者の背景には夫婦や親族間の不和，孤立した子育

て環境，発達上の特性に由来する育てにくさなど，多岐

にわたる問題が潜んでいる。 

日本語の書類については，外国人の母親は日本人の父

親に読んでもらい，必要な返事を書いたり準備したりし

てもらうことになるが，その頼らざるを得ない状況にも

「必要な情報を伝えてもらっていない」というストレス

を抱えることがある。 

「園からの書類を夫に渡すと，内容を聞いても『これ

は大丈夫』『返事は書いておく』などといわれ，内容を

知りたいのに教えてくれない。お便り帳も長い文章なの

に聞くと『○○のこと』と一言，二言。そんなはずない

と夫にしつこく聞くと嫌がられ困る」という母親もいた。 

「友達とのトラブルがあった翌日，昨日のお便り帳は

読みましたかと担任の先生に聞かれて，父親が読んだと

答えると返事はどうかと聞かれる。でも『ふーん』とか

『ほっとけ』という返事だったと言えないで困ると，ち

ゃんと読んでもらってくださいとか、返事をと言われ

る」「必要な持ち物が書いてあったのに，ちゃんと教え

てくれず，当日準備できず先生からは何で準備してこな

かった，うちの子だけ（必要な持ち物が）なかったなど

と言われ辛かった」という母親もいた。内海・澤

（2013）も園の連絡帳について，読むことがほとんどで

きる漢字圏の外国人母親でも連絡帳を書くことに困難を

抱え，非漢字圏の母親は（連絡帳を書くのに）時間がか

かる，間違いが怖いとの理由で相談を書くことは難しく

口頭で伝えていると述べている。 

上記のようなストレス状況下で夫に怒鳴られる，物を

投げられる等の暴言暴力があり，また本国に勝手に仕送

りされては困るという理由で夫に金銭管理され，自由に

なるお金がないため子どもに必要なものが自分では買え

ないため支度できないという経済的なドメスティック・

バイオレンス（以下DV）を話す母親もいた。 

困難な問題を抱える女性への支援のあり方に関する検

討会（2018）によれば，婦人相談所の保護のうち外国人

の「夫等の暴力」を理由とする一時保護は全体の 77.2％

（合計 334人）を占めており，外国人の一時保護同伴家

族は乳幼児（乳児 34人・幼児 195人）だけで 6割以上

を占めている。 

日本人の母親でも子育てのストレスを訴える後ろに

DV の問題がしばしば隠されているが，外国人の母親の

ほうがより多いように思われる。 

夫婦不和や DV問題は支援者との信頼関係ができてか

ら語られることが多いが，上記のように必要な情報が得

られないこと，経済的に制限があること，孤立した子育

て状況がある場合には，子育てを取り巻く環境を丁寧に

尋ね，DV があきらかになれば，相談場面では更なる工

夫が必要となる。 

3. 相談上の工夫

3.1. 家族構成を聞く 

外国人保護者で DVがある場合は，家族構成を聞きつ

つ，母親の子育て状況や人間関係を査定する必要がある

ため、図５のジェノグラム図を用いての面接を試みた。 

 「夫の父方の曾祖母」や「夫のきょうだい」など，母

親のストレスに影響を与えていながら，説明するには関

係性の難しい人に対し，図にして尋ねていくと話す方も

整理がつきやすいようであった。 

 また親族が日本に誰か住んでいて，誰が本国にいるの

かも，支援者側が尋ねやすく理解しやすい。 

 中にはトラウマが深く，信頼関係も構築できずあまり

話したがらない母親もいるので配慮は必要であるが，と

くにDVのケースの面接には有効であると思われる。 

3.2. 育てにくさと発達障害 

 子育て困難を訴える保護者の背後にさらに，子どもの

発達障害の問題が隠れていることがある。 

ある母親は DVのため日本人夫と別れ，母子で生活中，

しつけのため子どもを叩いたことで虐待通告され面接に

通っていたが，「相談の人は子どもに会い，お母さんこ

の子は ADHD（注意欠如・多動症）だから叩いちゃダ

メ怒っちゃダメと言われたが，なんで叱ってはいけない

のか。納得できない」と語った。 

それに対して筆者が「ADHD という特性を持つ子は，

保護者だけではなく先生の注意が耳に入りにくいので，

いきなり怒られても何を怒られているかわからないこと

が多い。だから反省できない，繰り返す。まず名前を呼

び，こちらを向いたら注意をし，なぜ怒られているかを

説明することが良い」と伝えたところ，「どうして怒鳴

ってはいけないのか，今やっとわかった。そういう説明

が欲しかった。まず名前，そのあと説明，わかったか聞

く，ね」と障害特性に応じた関わり方を理解した。 
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図４ 中学校ガイドブック～タガログ語版～（川口他, 2013） 

図５ 面接時に使用したジェノグラム（筆者作成）
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図６ 指さしで使える言葉 医療篇② 

(川崎市国際交流協会, 2011) 

後日「まず名前呼んで話した，何を怒られたか聞いた， 

びっくりするほどわかっていなかった」驚きと「怒鳴る

前に，この言い方でこの子はわかるのかな？と思うよう

になった」と報告した。説明は当初から受けていたと思

われるが特性理解に時間がかかったといえる。 

 発達障害に関する外国人保護者向けパンフレット

（2019）を国立障害者リハビリテーションセンター 発

達障害情報・支援センターが 12 言語で HP にのせてい

る。子育て支援の担当者は把握しておきたい情報である。 

3.3メンタルヘルスのアセスメント 

DV の影響により保護者が体調を崩していたり，不眠

や抑うつなど精神的な失調をもたらしていたりすること

も多い。体調を尋ねるため気分・体調に関する単語や

（既往症や痛みの場所を尋ねるための）体の部位などを

まとめたシートがあると，そこから指さしで選択できる

ので，状態がつかみやすい。例えば， 川崎市国際交流

協会（2011）指さしで使える医療篇②（図 6）は，体調

不良についての短文が 5か国語で併記されている（学校

篇の指さし版もさらなる改訂正が待たれる）。 

 心理職の支援者としては，母親の抱える現実的な子育

ての困難さの背後にあるメンタルな問題にも留意する必 

要があることから，医療関係の多言語による資料を集め 

ておくことは必要である。 

４．考察 

 外国人保護者の子育て支援について，特に日本人父親

とフィリピンを母国とする外国人妻が子育て上でかかえ

る問題として①日本語習得における問題②情報収集にお

ける問題③家族関係におけるストレスの問題の 3つの観

点から検討した。 

① 日本語習得における問題として，日常会話ができ

る「話す」力が身についても，日本語のひらが

な・カタカナ・漢字の習得に困難を示し，必要な

相談が保育園の担任にもできない例がある。フリ

ガナよりもローマ字表記が必要な方もいる。 

② 情報収集に日本人夫が十分な支援者とならない場

合があり，母親のストレスを高めていることがあ

る。DVにより離婚しひとり親家庭として子育てを

する保護者も増えている。どこの HPにどんな情報

が載っているのか，必要な情報はどこにあるのか，

支援者も把握しておく必要がある。 

③ 家族関係におけるストレスとして，DVの問題がな

いか，DVの影響による心身の失調はないかのアセ

スメントが必要である。 

これらの問題に対処するためには， 

① 面接に使用する言葉は事前に準備しまとめておく

などの工夫が求められる。指差しの形式が有効で

はないかと考える。家族構成とともに親族で信頼

できる人や，日本にいる親族および日本で信頼で

きる人がいるかどうかも，知るべき情報であると

思われる。 

② 子どもが育てにくさを持つ可能性を検討し，発達

障害や診断できる医療機関および支援サービスな

どについて説明できる資料の準備が必要である。 

③ DVの存在もふくめ心身のサポートが必要な場合は，

子育て相談機関のみではなく女性相談関係機関と

の連携が必要になると思われる。 

 支援者は面接に必要な多言語の資料として，日々更新

している情報を集め集約し，必要な改訂を行っていくこ

とが必要であるが，外国人保護者に必要な情報を届けや

すくするためにどのような提示がよりよいか，より多く

の関係機関で協力できたらと思う。 
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